
１．緒　　論

　食育の重要性への認識が高まる流れの中で，食育に関
連する法律や計画が政府により制定・策定されてきた。
主要なものとして，平成17年に食育基本法が制定され（農
林水産省，2005），翌平成18年には，食育基本法の第16
条第１項に基づき食育推進基本計画が策定された（文部
科学省，2006）。注目すべきは，この食育推進基本計画
の中に「教育ファーム」という用語が登場していること
である。ここで「教育ファーム」という用語が用いられ
たのは画期的なことであり，国の施策の一環として，こ
うした用語が用いられたことはこれまでになかった（羽
豆，2008）。教育ファームとは一時的なイベントではなく，
生産者の指導を受けながら，大人も子どもも一連の農作
業などを体験することで，「食生活が自然の恩恵の上に
成り立っていることや食に関する人々の様々な活動に支
えられていること等に関する理解を深める」などの効果

が発揮される農林漁業体験活動である（農林水産省，
2004）。教育ファームの対象には，米，野菜，果実，畜
産物，魚介類，きのこ等が挙げられる（近畿農政局，
2024）。これら教育ファームの対象のうち，酪農に特化
したのが酪農教育ファームである。酪農教育ファームと
は，「酪農を通して食や仕事，いのちの学びを支援する」
ことを目的に，「認証」を受けた酪農家などが，牧場や
学校などで主に学校や教育現場と連携して行う，酪農に
係る作業体験などを通じた教育活動である（農畜産業振
興機構，2019）。
　今後，酪農教育ファームの発展・充実を図る上で，そ
の実態についてのデータは不可欠であるが，酪農教育
ファームの認証牧場への聞き取りに基づく実態調査は少
ない。酪農教育ファームについての事例研究として大江
（2004）はあるものの，この研究で対象とした牧場は３
箇所と少なく，また発表されてから20年が経過している。
すなわち，現在の酪農教育ファームでどのような活動が
行われているのか，酪農教育ファームの課題と展望につ
いて認証牧場の方々は何を考え，何を感じているのか，
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これらの点についての調査研究が不足している。そこで
本研究は，現在の酪農教育ファームの活動・課題・展望
について，酪農教育ファームの認証牧場を対象としたア
ンケート調査に基づき明らかにすることを目的として実
施することとした。

２．アンケートの対象・内容

　アンケートは，2022年７月に酪農教育ファームの認証
牧場のうち関東地方の24牧場を対象に実施した。本報で
は，このうち回答を得られた12牧場のデータを分析対象
とした。また，アンケートの様式は選択肢と記述式とした。
　選択式では，酪農教育ファームにおける活動・課題・
展望の概要を捉えることを目的に，６つの質問を設定し
た（表１）。すなわち，活動に関して「Q1　酪農教育ファー
ムに関する活動に積極的に取り組んでいる」「Q2　酪農
教育ファームに関する活動は参加者にとって有意義と感
じる」「Q3　酪農教育ファームに関する活動は牧場に
とっても有意義と感じる」の３つ，課題に関して「Q4
　酪農教育ファームに関する活動は牧場にとって負担が
大きいと感じる」「Q5　酪農教育ファーム制度には改善
の余地がある」の２つ，展望に関して「Q6　酪農教育
ファーム制度は今後継続すべきである」の１つを設定し
た。各質問の選択肢は，１：当てはまらない，２：やや
当てはまらない，３：やや当てはまる，４：当てはまる
の４つとした。
　記述式は，酪農教育ファームにおける活動・課題・展
望の詳細を捉えることを目的に，７つの質問を設定した
（表２）。すなわち，活動に関して「Q7　酪農を通して
食の学びを支援するために，どのような活動を行ってい
るか」「Q8　酪農を通して仕事の学びを支援するために，

どのような活動を行っているか」「Q9　酪農を通してい
のちの学びを支援するために，どのような活動を行って
いるか」の３つ，課題に関して「Q10　酪農教育ファー
ムの課題と感じるもの」「Q11　課題を解決するための
アイデア」の２つ，展望に関して「Q12　今後どのよう
な活動に取り組みたいか」「Q13　酪農教育ファームの
発展に向けてどのような要望があるか」の２つを設定し
た。記述式の回答については，テキストマイニング用ソ
フトウェアKH Coderを使用して分析し，出現頻度が上
位５位の語句に着目して考察を行うこととした。

３．結　　果

3－1．選択式について（Q1～Q6）
　結果は表３のとおりである。
　「Q1　酪農教育ファームに関する活動に積極的に取り
組んでいる」については，「１：当てはまらない」が０
人（０％），「２：やや当てはまらない」が４人（33.3％），
「３：やや当てはまる」が４人（33.3％），「４：当ては
まる」が４人（33.3％）となった。すなわち，酪農教育
ファーム活動に積極的に取り組んでいる認証ファームが
約66％を占めた。
　「Q2　酪農教育ファームに関する活動は参加者にとっ
て有意義と感じる」については，「１：当てはまらない」，
「２：やや当てはまらない」共に０人（０％），「３：や
や当てはまる」が１人（８％），「４：当てはまる」が11
人（91％）となった。すなわち，全ての認証ファームが「３：
やや当てはまる」または「４：当てはまる」と回答して
おり，酪農教育ファーム活動は参加者にとって有意義で
あると，認証ファーム側は感じていると読み取れる。
　「Q3　酪農教育ファームに関する活動は牧場にとって

表１．アンケート（選択式）の質問項目

番号 カテゴリ 質問項目

Q1
活動

・酪農教育ファームに関する活動に積極的に取り組んでいる
Q2 ・酪農教育ファームに関する活動は参加者にとって有意義と感じる
Q3 ・酪農教育ファームに関する活動は牧場にとっても有意義と感じる

Q4
課題

・酪農教育ファームに関する活動は牧場にとって負担が大きいと感じる
Q5 ・酪農教育ファーム制度には改善の余地がある

Q6 展望 ・酪農教育ファーム制度は今後も継続すべきである

各問の選択肢は下記の４つ。
１：当てはまらない，２：やや当てはまらない，３：やや当てはまる，４：当てはまる

表２．アンケート（記述式）の質問項目

番号 カテゴリ 質問項目

Q7
活動

・酪農を通して食の学びを支援するために，どのような活動を行っていますか？
Q8 ・酪農を通して仕事の学びを支援するために，どのような活動を行っていますか？
Q9 ・酪農を通していのちの学びを支援するために，どのような活動を行っていますか？

Q10
課題

・酪農教育ファームの課題と感じるものがあれば，挙げてください。
Q11 ・その課題を解決するためのアイデアがあれば，挙げてください。

Q12
展望

・今後，取り組みたい活動があれば，挙げてください。
Q13 ・今後，酪農教育ファームの発展に向け，要望があれば，挙げてください。
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も有意義であると感じる」については，「１：当てはま
らない」，「２：やや当てはまらない」共に０人（０％），「３：
やや当てはまる」が４人（33％），「４：当てはまる」が
８人（66％）となった。すなわち，全ての認証ファーム
が「３：やや当てはまる」または「４：当てはまる」と
回答しており，酪農教育ファーム活動は認証ファーム側
にとっても有意義と感じていると読み取れる。
　「Q4　酪農教育ファームに関する活動は牧場にとって
負担が大きいと感じる」については，「１：当てはまら
ない」が０人（０％），「２：やや当てはまらない」が４
人（33％），「３：やや当てはまる」が７人（58％），「４：
当てはまる」が１人（８％）となった。すなわち，酪農
教育ファーム活動を負担が大きいと感じている認証
ファームが約66％を占めた。
　「Q5　酪農教育ファーム制度には改善の余地がある」
については，「１：当てはまらない」が１人（８％），「２：
やや当てはまらない」が４人（33％），「３：やや当ては
まる」が５人（41％），「４：当てはまる」が２人（16％）
となった。すなわち，酪農教育ファーム制度は改善の余
地があると考える認証ファームが過半数（57％）を占めた。
　「Q6　酪農教育ファーム制度は今後も継続すべきであ
る」については，「１：当てはまらない」，「２：やや当
てはまらない」，「３：やや当てはまる」が０人（０％），「４：

当てはまる」が12人（100％）となった。すなわち，全
ての認証ファームが今後も酪農教育ファーム制度を継続
すべきと考えていると読み取れる。

3－2．記述式
3－2－1．酪農教育ファームの活動について（Q7～Q9）
　「Q7　酪農を通して食の学びを支援するために，どの
ような活動を行っているか」について，出現頻度が上位
５位の語句は「食（９回）」「生産（６回）」「体験（６回）」

「人（４回）」「説明（４回）」「伝える（４回）」「酪農（４
回）」であった（表４）。「Q8　酪農を通して仕事の学び
を支援するために，どのような活動を行っているか」に
ついて，出現頻度が上位５位の語句は「酪農（７回）」「仕
事（６回）」「受け入れ（３回）」「説明（３回）」「体験（３
回）」「畜産（３回）」「牧場（３回）」であった（表５）。「Q9
酪農を通していのちの学びを支援するために，どのよう
な活動を行っているか」について，出現頻度が上位５位
の語句は「命（12回）」「感じる（６回）」「牛（５回）」「生
き物（５回）」「人（４回）」「動物（４回）」であった（表
６）。

表３．アンケート（選択式）の結果

１
当てはまらない

２
やや当てはまらない

３
やや当てはまる

４
当てはまる

Q1 0（  0％） 4（33％） 4（33％）   4（33％）
Q2 0（  0％） 0（  0％） 1（  8％） 11（91％）
Q3 0（  0％） 0（  0％） 4（33％）   8（66％）

Q4 0（  0％） 4（33％） 7（58％）   1（  8％）
Q5 1（  8％） 4（33％） 5（41％）   2（16％）

Q6 0（  0％） 0（  0％） 0（  0％）   12（100％）

表４．アンケート（選択式）のQ7※について出現頻度上位５位の語句と回答例

語句（出現回数） 回答例

食（９回）
・酪農体験を通して消費者に食と命の繋がりを伝える
・食の体験
・バターやアイスクリーム作り体験を通じて食育を行う

生産（６回）
・生乳の生産の仕組みやプロセスを学ぶ
・生産者である酪農家の思いや工夫を学ぶ
・生乳等の生産の仕組みやプロセスの説明

体験（６回）
・乳搾り体験
・搾乳体験
・哺乳体験

人（４回） ・食品が作られる工程を知り，関わる人や命への感謝の気持ちを育てる

説明（４回） ・牛が牛乳を生産するようになるまでの過程の話を口頭で説明する

伝える（４回） ・生産者である酪農家の思いを伝える

酪農（４回） ・酪農家の思いや工夫を説明する

※Q7　酪農を通して食の学びを支援するために，どのような活動を行っていますか？
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3－2－2�．酪農教育ファームの課題について（Q10～
Q11）

　「Q10　酪農教育ファームの課題と感じるもの」につ
いて，出現頻度が上位５位の語句は「酪農（15回）」「活
動（９回）」「ファーム（８回）」「教育（８回）」「管理（５
回）」であった（表７）。「Q11　課題を解決するための
アイデア」について，出現頻度が上位５位の語句は「活
動（４回）」「教育（４回）」「酪農（４回）」「体験（４回）」
「学校（３回）」「機関（３回）」「牧場（３回）」であっ
た（表８）。

3－2－3�．酪農教育ファームの展望について（Q12～
Q13）

　「Q12　今後どのような活動に取り組みたいか」につ

いて，出現頻度が上位５位の語句は「酪農（５回）」「活
動（４回）」「体験（４回）」「地域（４回）」「知る（３回）」
であった（表９）。「Q13　酪農教育ファームの発展に向
けてどのような要望があるか」について，出現頻度が上
位５位の語句は「酪農（５回）」「ミルク（２回）」「補助
（２回）」「思う（２回）」「関係（２回）」「生産（２回）」
「必要（２回）」「考える（２回）」「人（２回）」「企業（２
回）」「学校（２回）」「国（２回）」「支援（２回）」「活動
（２回）」「牧場（２回）」であった（表10）。

４．考　　察

4－1．酪農教育ファームの活動について
　選択式（Q1～6）（表３）の結果から，酪農教育ファー

表５．アンケート（選択式）のQ8※について出現頻度上位５位の語句と回答例

語句（出現回数） 回答例

酪農（７回）
・酪農を通して関連する職業など仕事の広がりを伝える
・酪農の仕事，酪農に関する仕事のことを伝える
・将来なんらかの形で酪農，畜産関連の職業を志す人員を育成する

仕事（６回） ・酪農家の仕事の説明をする。

受け入れ（３回）
・研修生を受け入れる
・地域の小学校，中学校，農業高校などの職場体験を受け入れる
・畜産大学生の実習受け入れる

説明（３回）
・乳製品の流通の仕組みの説明をする
・�口頭で牧場には多くのスタッフがいることや酪農牧場に就職するという選択肢があるということを

説明する

体験（３回）
・職場体験
・キッズファームの実施。飼育体験をする

畜産（３回） ・畜産の仕事に興味を持ってもらう

牧場（３回）
・スタッフの出身地や，なぜ酪農牧場に就職することにしたかの
・話をする

※Q8　酪農を通してしごとの学びを支援するために，どのような活動を行っていますか？

表６．アンケート（選択式）のQ9※について出現頻度上位５位の語句と回答例

語句（出現回数） 回答例

命（12回）
・命のあたたかさに実際に触れ，感じ，食が命であることを体験してもらう
・触れ合いを通し，命の温かさを感じてもらう

感じる（６回）
・牧場にいる生き物に触れ，命を身近に感じる
・聴診器を使い，牛を身近に感じる

牛（５回）
・牛とのふれあいをする
・牛のブラッシングをする

生き物（５回）
・人と他の生き物の関係性や生き物は命を育んでいることの理解を深め，命を尊重する態度を養う
・人と他の生き物の関係性や命について理解してもらう

人（４回）
・家畜の仕事を知ってもらい，人と動物との繋がりを考えるキッカケを作る
・人と家畜が共存するあり方や牧場の周りの環境を学ぶ

動物（４回）
・産業動物を飼養するということは，どういうことなのかを感じる
・動物を扱う職業であることへの使命を理解する

※Q9　酪農を通していのちの学びを支援するために，どのような活動を行っていますか？
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ムの認証牧場は，⑴ 酪農教育ファームの活動に積極的
に取り組んでいること ⑵ 酪農教育ファームは参加者と
認証牧場の両者にとって有意義と考えていることが読み
取れる。では具体的にどのような取り組みが積極的に行
われ，酪農教育ファームの目的である「酪農を通して食
や仕事・いのちの学びの支援」（農畜産業振興機構，
2019）が行われているのか，記述式（Q7～9）の結果（表
４～６）から考察する。
　Q7は，酪農教育ファームの目的のうち「食の学びの
支援」に焦点をあてた質問である。出現頻度上位の語句
のうち「食」「体験」を含む回答例は，「酪農体験を通し

て，消費者に食と命の繋がりを伝える」「食の体験」「バ
ターやアイスクリーム作り体験を通じて食育を行う」「乳
搾り体験」「搾乳体験」「哺乳体験」であった（表４）。
また，出現頻度上位の語句のうち「生産」「人」「説明」
「伝える」「酪農」を含む回答例は，「生乳の生産の仕組
みやプロセスを学ぶ」「生産者である酪農家の思いや工
夫を学ぶ」「生乳等の生産の仕組みやプロセスの説明」「食
品が作られる工程を知り，関わる人や命への感謝の気持
ちを育てる」「牛が牛乳を生産するようになるまでの過
程の話を口頭で説明する」「生産者である酪農家の思い
を伝える」「酪農家の思いや工夫を説明する」であった（表

表８．アンケート（選択式）のQ11※について出現頻度上位５位の語句と回答例

語句（出現回数） 回答例

活動（４回）
・�学校等の教育機関と牧場をつなぐプラットフォームのようなものがあり，学校との手続きの簡略化

ができたり，やり取りをサポートしてくれる組織があると良い

教育（４回）
酪農（４回）

・�酪農教育ファーム活動が実施する牧場のボランティア活動ではなく，酪農家が子供たちや地域社会
へ与えられる価値として認識され，しっかりと対価を得られる仕組みとする。

体験（４回） ・体験受入時のスタッフ雇用費の補填。

学校（３回） ・自治体などの協力を経て認証を行う（学校出張等の活動も含め）

機関（３回）
牧場（３回）

・教育機関や消費者と牧場をつなぐつなぎ役を担ってくれる機関の設置や育成

※Q11　その課題を解決するためのアイデアがあれば，挙げてください

表７．アンケート（選択式）のQ10※について出現頻度上位５位の語句と回答例

語句（出現回数） 回答例

酪農（15回）
・人材，労働力不足。酪農家への理解醸成
・取り組みに対する時間的，肉体的負担
・取り組みたい消費者と酪農家側との接点

活動（９回） ・ボランティアでの活動

ファーム（８回） ・教育ファームと防疫の両立

教育（８回）
・�酪農教育ファーム活動は本業である酪農業経営が安定していなければ継続した活動が難しいと感じ

ます

管理（５回）

・�飼養衛生管理基準の順守する項目が増えたため，酪農教育ファーム活動と家畜防疫面の折り合いを
どのように付けたらよいか悩んでいる

・牧場に不特定多数が出入りする事による家畜伝染病の懸念
・安全管理の徹底が大変

※Q10　酪農教育ファームの課題と感じるものがあれば，挙げてください。

表９．アンケート（選択式）のQ12※について出現頻度上位５位の語句と回答例

語句（出現回数） 回答例

酪農（５回） ・日常的な酪農体験の受け入れ

活動（４回） ・地域の酪農家との教育ファーム活動の実施

体験（４回） ・地域の学校への出前授業や体験の受入れ

地域（４回）
・地域で牛をもっと身近に感じてもらえるような催し
・地域との連携

知る（３回）
・�夏休み等の機会をつかい，酪農の仕事を知るキャンプや3daysセミナーみたいなのが開催できたら

楽しいなと思います

※Q12　今後，どのような活動に取り組みたいと考えていますか
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４）。これらの結果から，認証農場は，酪農の体験活動，
食品の生産過程や酪農家の思いについての説明等を通し
て「食の学びの支援」を行っていると解釈できる。
　Q8は，酪農教育ファームの目的のうち「仕事の学び
の支援」に焦点をあてた質問である。出現頻度上位の語
句のうち「受け入れ」「体験」を含む回答例は，「研修生
を受け入れる」「地域の小学校，中学校，農業高校など
の職場体験の受け入れをする」「畜産大学生の実習を受
け入れる」「職場体験」「キッズファームの実施。飼育体
験をする」であった（表５）。また，出現頻度上位の語
句のうち「酪農」「仕事」「説明」「畜産」「牧場」を含む
回答例は，「酪農を通して関連する職業など仕事の広が
りを伝える」「酪農の仕事，酪農に関する仕事のことを
伝える」「将来なんらかの形で酪農，畜産関連の職業を
志す人員を育成する」「酪農家の仕事の説明をする」「畜
産の仕事に興味を持ってもらう」「乳製品の流通の仕組
みの説明をする」「口頭で牧場には多くのスタッフがい
ることや酪農牧場に就職するという選択肢があるという
ことを説明する」「スタッフの出身地や，なぜ酪農牧場
に就職することにしたかの話をする」であった（表５）。
これらの結果から，認証農場は，児童や学生といった若
い世代に向けた酪農の仕事体験，酪農の仕事に関する説
明等を通して「仕事の学びの支援」を行っていると解釈
できる。
　Q9は，酪農教育ファームの目的のうち「いのちの学
びの支援」に焦点をあてた質問である。出現頻度上位の
語句のうち「命」「感じる」「牛」を含む回答例は，「命
のあたたかさに実際に触れ，感じ，食が命であることを
体験してもらう」「触れ合いを通し，命の温かさを感じ
てもらう」「牧場にいる生き物に触れ，命を身近に感じる」
「聴診器を使い，牛を身近に感じる」「牛とのふれあい
をする」「牛のブラッシングをする」であった（表６）。

また，出現頻度上位の語句のうち「生き物」「人」「動物」
を含む回答例は，「人と他の生き物の関係性や生き物は
命を育んでいることの理解を深め，命を尊重する態度を
養う」「人と他の生き物の関係性や命について理解して
もらう」「家畜の仕事を知ってもらい，人と動物との繋
がりを考えるキッカケを作る」「人と家畜が共存するあ
り方や牧場の周りの環境を学ぶ」「産業動物を飼養する
ということは，どういうことなのかを感じる」「動物を
扱う職業であることへの使命を理解する」であった（表
６）。これらの結果から，認証農場は，牧場にいる牛や
他の生き物との触れ合いや命について考えさせる説明等
を通して，「いのちの学びの支援」を行っていると解釈
できる。
　以上のとおり，現状の認証牧場は，酪農教育ファーム
の目的である「酪農を通して食や仕事・いのちの学びの
支援」に資する活動を提供していると解釈できる。

4－2．酪農教育ファームの課題について
　選択式（Q4～5）の結果から，認証牧場の多くは，
⑴ 酪農教育ファームが牧場の負担となっている ⑵ 酪
農教育ファームは改善の余地があると考えていることが
読み取れる。では具体的にどのような点が負担で，どの
ような点が改善の余地があると考えているのか，記述式
（Q10～11）の結果（表７～８）から考察する。
　Q10は，具体的な課題に焦点をあてた質問である。出
現頻度上位の語句のうち「酪農」「活動」「教育」を含む
回答例は，「人材，労働力不足。酪農家への理解醸成」「取
り組みに対する時間的，肉体的負担」「取り組みたい消
費者と酪農家側との接点」「ボランティアでの活動」「酪
農教育ファーム活動は本業である酪農業経営が安定して
いなければ継続した活動が難しいと感じます」であった
（表７）。また，出現頻度上位の語句のうち「ファーム」

表10．アンケート（選択式）のQ13※について頻出語上位５個と回答例

語句（出現回数） 回答例

酪農（５回）
・�酪農を継続していく事が困難な状況です。各企業の頑張りではどうにもいかない事も多い中，国が

どう支援対策していくかも大きな課題だと考えています

ミルク（２回）
補助（２回）
思う（２回）

・�参加者が酪農と食の繋がりをより実感できるよう，加工施設建設の補助や自社ミルク作成補助のよ
うなものができたら良いと思う

関係（２回）
生産（２回）
必要（２回）

考える（２回）
人（２回）

・�生産者だけでなく利害関係を共にする関係機関，飼料，資材，獣医，酪農に関わる人が一緒に取り
組む必要性が増している。酪農とその周りの産業を守るためにも生産者側はもう少し広いくくりで
時間と人手，資金を注入していくべきではないかと考える。内部への理解醸成も必要

企業（２回）
学校（２回）

・企業や学校などとのタイアップ

国（２回）
支援（２回）

・国からの支援

活動（２回）
牧場（２回）

・�酪農教育ファーム活動を行っても，その牧場だけで搾ったミルクや乳製品を使っての活動ができて
いる牧場はほとんどない

※Q13　酪農教育ファームの発展に向け，要望があれば挙げてください
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「管理」を含む回答例は，「教育ファームと防疫の両立」
「牧場に不特定多数が出入りする事による家畜伝染病の
懸念」「安全管理の徹底が大変」「飼養衛生管理基準の順
守する項目が増えたため，酪農教育ファーム活動と家畜
防疫面の折り合いをどのように付けたらよいか悩んでい
る」であった（表７）。これらの結果から，認証牧場は
酪農教育ファームの課題として，酪農家の肉体面，金銭
面および防疫対策面の負担が大きいと感じていると解釈
できる。
　Q11は，課題の解決策に焦点をあてた質問である。上
位５つの頻出語のうち「活動」「学校」「機関」「牧場」
を含む回答例は，「学校等の教育機関と牧場をつなぐプ
ラットフォームのようなものがあり，学校との手続きの
簡略化ができたり，やり取りをサポートしてくれる組織
があると良い」「自治体などの協力を経て認証を行う」「教
育機関や消費者と牧場をつなぐつなぎ役を担ってくれる
機関の設置や育成」であった（表８）。また，上位５つ
の頻出語のうち「教育」「酪農」「体験」を含む回答例は，
「酪農教育ファーム活動が実施する牧場のボランティア
活動ではなく，酪農家が子供たちや地域社会へ与えられ
る価値として認識され，しっかりと対価を得られる仕組
みとする」「体験受入時のスタッフ雇用費の補填」であっ
た（表８）。これらの結果から，認証牧場は課題解決策
として，牧場と消費者をつなぐ機関の設置や金銭的な支
援が必要と考えていると解釈できる。
　以上のとおり，現状の認証牧場は，酪農教育ファーム
の課題は酪農家の肉体面，金銭面および防疫対策面の負
担が大きいことである，その解決策として，牧場と消費
者をつなぐ機関の設置や金銭的な支援が必要と考えてい
ると解釈できる。

4－3．酪農教育ファームの展望について
　選択式（Q6）の結果から，今回調査対象とした全て
の認定牧場が，酪農教育ファーム制度を今後も継続すべ
きと考えていることが読み取れる。では認定牧場は今後
の酪農教育ファームでどのような活動に取り組みたいと
考えているか，どのような要望を持っているか，記述式
（Q12～13）の結果（表９～10）から考察する。
　Q12は，今後取り組みたい活動に焦点をあてた質問で
ある。出現頻度上位の語句のうち「酪農」「活動」「体験」
「地域」「知る」を含む回答例は，「日常的な酪農体験の
受け入れ」「地域の酪農家との教育ファーム活動の実施」
「地域の学校への出前授業や体験の受入れ」「地域で牛
をもっと身近に感じてもらえるような催し」「地域との
連携」「夏休み等の機会をつかい，酪農の仕事を知るキャ
ンプや3daysセミナーみたいなのが開催できたら楽しい
なと思います」であった（表９）。これらの結果から，
認証牧場は地域と連携して酪農体験を伴う活動に取り組
みたいと考えていると解釈できる。
　Q13は，酪農教育ファームを発展させるための要望に
焦点をあてた質問である。出現頻度上位の語句を含む回
答例は，「酪農を継続していく事が困難な状況です。各

企業の頑張りではどうにもいかない事も多い中，国がど
う支援対策していくかも大きな課題だと考えています」
「参加者が酪農と食の繋がりをより実感できるよう，加
工施設建設の補助や自社ミルク作成補助のようなものが
できたら良いと思う」「生産者だけでなく利害関係を共
にする関係機関，飼料，資材，獣医，酪農に関わる人が
一緒に取り組む必要性が増している。酪農とその周りの
産業を守るためにも生産者側はもう少し広いくくりで時
間と人手，資金を注入していくべきではないかと考える。
内部への理解醸成も必要」「企業や学校などとのタイアッ
プ」「国からの支援」「酪農教育ファーム活動を行っても，
その牧場だけで搾ったミルクや乳製品を使っての活動が
できている牧場はほとんどない。」であった（表10）。こ
れらの結果から，認証牧場は，国や酪農に携わる企業・
生産者等からの支援・協力を要望していると解釈できる。
　以上のとおり，今後の展望について，現状の認証牧場
は，地域と連携した酪農体験を伴う活動に取り組みたい
という前向きな姿勢を持っていると同時に，国や企業・
生産者などからの支援・協力の必要性も感じていると解
釈できる。
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